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マネジメント論

[講義]　第2学年～第3学年　後期　選択　2単位

《担当者名》加藤　敬太（非常勤講師）

【概　要】

本授業の目的は、「マネジメント論＝経営学の楽しさ」を知ってもらうことである。経営学は、経営活動の実践の場での論理的

な発想を身に付けるための学問という特徴がある。実践と経営学は表裏一体のため、経営学を身に付けることは世の中を見つめ

る目を養うことにもつながる。講義内では、ケーススタディとディスカッションも行う予定である。医療分野においてもマネジ

メント論の重要性や関心が高まっている。集中講義で一気にマネジメント論＝経営学のエッセンスを理解してもらえる講義する。

皆様の積極的な参加を期待する。

【学修目標】

「経営学の楽しさ」を知ること、そして経営学による皆さんの人生の応用力を身に付けることが達成目標である。ご自身で、こ

の授業からヒントを得て、楽しさや応用力を自発的に身に付けていくことが重要である。達成できるかどうかは皆さん自身の授

業に臨む姿勢次第である。

【授業実施形態】

面接授業

※授業実施形態は、各学部（研究科）、学環、学校の授業実施方針による

【ディプロマポリシー（学位授与方針）との関連】

DP3.データサイエンティストとして、社会の変化に関心を持ち、人々の新たなニーズに創造的に対応できるように生涯にわたり

自己研鑽する姿勢を身につけている。

DP5.複雑化する医療・保健・看護・福祉・心理の現場での医療専門職とのコミュニケーションを通して多職種で協働し、データ

サイエンティストとしての専門性を発揮する姿勢を身につけている。

【実務経験】

医療関連法人のアドバイザー経験がある。

【実務経験を活かした教育内容】

医療関連法人のアドバイザーの経験を踏まえて、担当者が認識している医療従事者にとってのマネジメント論＝経営学の重要性

を受講生の皆さまと共有できればと思う。


